
開催主旨
子どもの最善の利益が優先さ
れる社会をめざし、江戸川区
では、（仮称）江戸川区子ども
の権利条例の策定を検討して
います。条例の策定に向け、
中高生年齢のみなさんが日頃
感じていることを聞く場とし
て、２回連続ワークショップ
を開催しました。
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「子どもの声を聴く」ことからはじめよう！

主 催
江戸川区　

ファシリテーター
松尾初美
（まちづくりコンサルタント）

協 力
江戸川子どもおんぶず

会 場
江戸川区共育プラザ南篠崎
（江戸川区南篠崎町3-12-8）

報 告 書

日 時
2020（令和２）年９月20日(日)
14時～16時

テ ー マ
● 国連子どもの権利条約とは？
●条約と条例のちがい

参加人数
９人（２グループ）

主な内容
● 国連子どもの権利条約第２条
と第12条を、主語・述語など
構文に区切って読む

● 日頃感じていることや今日
参加した理由、条約や条例
についての感想を書き出す

●お菓子とお茶タイム
（sweets is magnet！）

第１回
日 時
2020（令和２）年10月18日(日)
14時～16時

テ ー マ
気持ち、聴かせて！
日頃の思いをシェアしよう！

参加人数
18人（５グループ）

主な内容
● 前回の振返り
●条例前文(素案)の「子ども」
を「わたし」に変えて読む

● 感じたことや考えたことを
書いてみる(つぶやきシート
と気持ちシート)

● いいねシールとリプライ
●お菓子とお茶タイム

第２回

assure to the child the right to express those views freely in all matters affecting the child

●

子どもの権利を
守ってほしい

●

子どもの権利条約
に書かれている
とおりに正しく
守ってほしい

●

大人がもっと
知ればいいのに

●

子どもの声を
取り上げて、
改善につなげて

ほしい

●

年齢だけで
判断しないで

●

高校にもスクール
カウンセラーが

いたら
いいのにな

●

中高生ももっと
のびのび遊べる
ところがあればい

いのに

●

子どもがどんなに
悪いことをした
としても大人は
子どもに手を

あげちゃいけない

●

「推し」
「ファン活動」
による差別がある

●

人との
つながりが
ほしい

●

無理しなくていい
空気感がほしい

●

自分の権利が
守られていない
と感じることが

ある

●

先生にはとくに
子どもの権利を
守ってほしい

●

家以外に
安心できる場が

ほしい

●

つらいことは人に
話したくないし、
心配されたくない

●

自分の悩みを
大人に言って
いいか

わからない

●

子どもの意見を
聞いてもらえない
ときは強い言い方
にすればいいの？

●

学校で子どもが
発言しやすく
してほしい

●

大人が用意する
「救済措置」って
子どもはだいたい
知らないよ

●

子どもが話しやすい
環境をつくるのは
大人の責任

●

子どもが話さない
のは子どもの

力量不足じゃない

●

子どもの権利条約
第12条のように
自由に意見を
言おうとしても
否定される

●

子どもの権利条約
第２条のように

「親の状況で子ども
を差別しない」を
守ってほしい

●

思っていることを
書けるのは
すごくいい

●

どんな気持ちでも
子どもの想いは
聞かれるべき

掲載した子どもの声は許可なく複写・複製・転写することを固く禁じます。

ワークショップで子ども
たちから出された意見を
もとに、個人が特定され
ないよう再構成しました。

ワークショップで中高生の本音や切実な願いなどを聴くこと
ができました。また、学校や年齢の垣根を超えて、話し合える
場が求められていることもわかりました。

私たちは子どもたちのさまざまな思いを受け止めて条例を制定
していきますが、つくって終わりではありません。10年後、
20年後そして次世代の子どもたちの笑顔のために、地域を
あげて子どもの育ちを支えていきたいと考えています。

2020年11月　子育て支援課

おとなのみなさんへ
ワークショップから見えたワークショップから見えた
江戸川区の子どもたちの

意見・思い・願い…

～江戸川区より～

声声
江戸川区の子どもたちの

声
江戸川区の子どもたちの江戸川区の子どもたちの

声
江戸川区の子どもたちの

意見・思い・願い…声



友達と
中目黒に行きたい

集合時間の５分前に、

集合時間のLINE
しないで～

これから行くボーリング

がすごく楽しみ!!!

ONE DIRECTION
※活動休止した英国アイドル

グループ

いつ帰ってくるの？

高校生の入館料は高い

ところ多すぎる
おこづかいじゃ厳しい

映画もう1回
観に行きたいよぅ。
推しと結婚したい。
イケメンだった。

クラスメートの誕生日

プレゼントが高すぎる。

3000円以上ってまじで、

なんなん（笑）

「ディズニー」
夢に金はいらないと思う

自由にサッカーが
できる施設がほしい

子ども（10代の子も）

が自由に遊べる場所と

時間があったらいいな

今日のお菓子にリンツ

なっかった…ぴえん…
※第１回に好きなお菓子の

アンケートをしました

兄じゃなくて
姉がほしかった

受験やだ～
指定校推薦でどんどん

決まっていく友達が
多くてつらい…アァー

中高一貫校に
進学した人にとって
成人式の緊張感やばい

テスト勉強
めんどくさい

※「いいね！」最多12票

高校受験が怖い！

※リプライ「（コロナ禍の）
今年だけ特別扱いにして」

車椅子とか
障害のある人のために

駅のエレベーターを
広くすべきじゃない？

小岩駅・新小岩駅に
ホームドアできた

ＴＶ番組の影響で小岩

の印象が悪くなった！

友達に言いにくい（錦糸

町らへんって言ってる）

小岩にパチンコ屋が
多すぎ！ 臭いし、
ケンカするな～

たった１年生まれるのが

早いだけで後輩にいばる

のはどうかと思う

※「いいね！」最多12票

「子どもの育ちを支える」

学校の先生は、いじめ

があっても知らないふり

をする。

クラスになじめなくて…

クラスに友達がいない！

ディスタンスを
守らない先生が
学校にいて困ってます。

こわいです。

S N Sによっては年齢制

限で発信できません。

子どもの権利条約との

相性はよくないです！

江戸川区に子どもの権利

条例ができたら、一番

関わりのある子どもと

先生への情報周知
（手紙・ネットなど）を

しっかりしてほしい！

「答えはない」って言う

のに人の意見否定する

の、なんで？

菅さーん！
法律知ってますかー?

“つぶやき”シートに乗せて
「いいね！」も「リプライ」も…

子どもたちから出された意見は一部再構成しました。

日々のいろいろな疑問に

ついて話す場がない。

代表生徒だけでも

いいから、
先生と直接話をしたい！

たしかに！

リプライ

江戸川区子どもの権利条例の

前文の「子ども」を「私」に

置き替えて読むという
アイデアがとても面白い！

すごくわかりやすくて
身近になって、
新しい考え方を知れた。

リプライ

私立でも、公立でも、

高校生は意外と全然

遊べない。

予定ありすぎる。

リプライ

たくさん校則があるけれど、

私はもっと1つ1つの校則の

できた理由、守らなければ

いけない理由を知ったうえで

守りたいです。

ごもっとも！

めっちゃ共感!!

明確にしていき
たいところ!　

聞いたのになぞ
の理由を返され
たことがある…

回答をもらった
としてもさほど
守る理由になら
ない…

リプライ

前文を読んで、差別意識を

全員がなくすのは

むずかしいんじゃないかな、

と思った。

リプライ

さそわれて来たものの、

何も意見がでてこない…。

大体納得してしまう…。
わかります！

誰でも

リプライ

ワークショップでは、国連子どもの権利条約が誕生した経緯を学び、
第２条と第12条を読んでみました。その後、江戸川区子どもの権利
条例（素案）の前文を読み、感じたことやどのように生かしていくと
よいか、自由に「つぶやきシート」に書き込み、みんなで「いいね！」
や「リプライ」で共有しました。子どもたちの声を紹介します！

子どもは、生まれたときから、人種や性別、障害のある、

なしなどに関わらず、一人の人間として大切にされるかけ

がえのない存在です。一人ひとりがさまざまな個性や能力

を持ち、誰もが大きな夢を抱き、未来への可能性が開かれ

ています。

すべての子どもは、保護者や多くのおとなの愛情のもと

で、安心して育ち、暮らすことができます。そのために、

おとなは、お互いに力を合わせ、子ども自身が成長する力

を認めるだけでなく、子どもの思いや願いをしっかりと

受け止め、一緒に考え、子どもの育ちを支えていきます。

子どもは、さまざまな活動の場に参加し、感じたことや、

考えたことを自由に伝え、発表することができます。子ども

は自分の思いや考えを表し、まわりの人に認められ、多く

の人たちと信じあうことで、一人の人間としての責任感が

芽生え、地域社会をつくる一員となることができます。

一人ひとりの子どもが大切にされ、お互いの思いや考え

が尊重され、誰もが認められる権利を大切にしあうまちは、

すべての人にとって夢や希望にあふれるまちになります。

江戸川区は、児童の権利に関する条約の基本となる考え

をもとに、すべての区民が力を合わせ、まち全体で子ども

の育ちを支え、すべての子どもにとって最もよいことが

実現できるまちづくりを進めることを宣言し、この条例を

定めます。
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